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研究開発の概要 

  

2025 年にはロボット市場は約８兆円となり、生活や医療福祉分野などの

市場が大きく拡大し、少子化高齢社会における介護や育児支援、ストレス

社会における健康管理支援など、コミュニケーションロボットの貢献が期

待されている。この実現には、音声対話により人の要求意図を理解できる

技術が必要となり、「心の豊かさ」を感じ取れる気の利いたコミュニケーシ

ョンロボットを効率的に開発できる汎用的音声対話知識が必要である。以

上より、本研究課題では、生活分野での衣料、食事、住居、健康に関する

大規模対話知識を研究開発する。 

研究開発【サブテーマ】 

①要求意図知識ベースの研究開発 

②対話知識ベースの研究開発 

③応答知識ベースの研究開発 

 

                            

                                      開発コストが減少 

                                      ロボットが普及                   

身障者の生活支援 

                                

                       

高齢者の生活支援   要求意図理解 

 

 

介護や育児の支援 

            

 

健康・安全への支援 

 

ロボットが分かってくれる 

                      ロボットが励ましてくれる  

                      ロボットが友達になる 

 

音声対話理解エンジン 

要求意図知識ベース 

汎用対話理解知識データベース 

対話知識ベース

応答知識ベース
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